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令和 6 年度入学試験                 東京女学館中学校     評   点 

2 月３日 実施 

社 会 解 答 用 紙 

 

【１】 

問１ 

(1) これまでは省庁がわかれてそれぞれ担当していたが、こどもの視点にたち、こどもにとって一番の利益を考える 

 ために、「こども家庭庁」に統合して仕事を行うことにした。                                   

(2)   エ (3) 閣  議  

問２   ５ 問３   難  民 問４     基本的人権の尊重 

問５ 
 他の国はみんな女性が担当大臣なのに、日本は男性の大臣である。日本は女性の政治進出が遅れている。 

日本はジェンダー平等実現のために女性の地位向上を担当するのが男性の大臣である。 

問６ (1)    ア (2)   津田 梅子（つだうめこ） 問 7    エ 問 8 (1)  ウ 

問８ (2)   安 全 保 障 理 事 会 問 9 (1)  発 展  途 上 国 (2)    エ 

 

  

【２】 

問１    イ 問２   南京 （なんきん） 問３ 満 州 問４   シベリア 

問５ 

(1)  ウ  

(2) 人口減少と共に、高齢者の割合が増加している。そして、自動車が主な交通手段であるのに高齢になって運転免許を   

自主返納する人が増えているので、高齢者の交通手段がなくなってしまうため、新たな交通機関としてつくられた。 

問 6   イ 問７ 参勤交代 問８ 
輸送費が高いので、値段が高くなる 

燃料が必要なので、環境に悪い 

問９   エ 問 10  養殖（ようしょく） 栽培漁業 問 11 
 甲州道中 

（街道） 
問 12  ウ 

問 13 

(1)  エ (2) 人々が外食をしなくなり、自宅で食事をとるための惣菜や材料を買い求めたから。 

(3) 生産者は、農協や仲買業者ではなく、自分で値段をつけられる。品物を直接届ける先の反応を見ることが出来る。 

  消費者は、全国各地の産地から自分で選べる。簡単に取り寄せることができる。生産者の顔が見られる。 
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